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論文内容の要旨
本論文は，鉄骨構造躯体をプレファブ化・軽量化し，鉄骨構造物の弱点である低い剛性・耐火性をカ
バーするため，プレキャスト板 (PCa 板)を頭付きスタッドで鉄骨柱に結合して一体化した合成柱構造
を提案し，その力学性状を理論的・実験的に究明するとともに，設計手法を考察し提示したものであり，
本文は 8 章からなっているO
まず，第 1 章は序論で，本研究の背景，目的を述べ，新形式合成柱構造の概念特徴を示している。
第 2 章では，この構造の基本となる合成柱の終局曲げ耐力，許容曲げ耐力および曲げ剛性，軸方向剛
性，合成柱架構の層剛性など、について理論的に検討している O
第 3 章では，合成柱に使用する PCa 板の圧縮力に対する基本的な特性を調べるために，鉄筋で補強さ
れた PCa 板と圧縮靭性の向上を目的として鋼繊維で補強された PCa 板について，押抜き試験，剥離試
験および短柱圧縮試験を行い，それらの試験結果の比較，検討を行っているO
第 4 章では，高強度プレキャストコンクリート板と鋼部材とを結合するための高強度頭付きスタッド
の開発を目的として行った一連の実験結果について報告しているO
第 5 章では，合成柱の基本的な力学特性を調べるために，軸力比，載荷方向(一軸曲げ，二軸曲げ) , 
スタッド本数，スタッド径および PCa 板の補強方法などをノマラメータとして，一定軸力と逆対称曲げを
受ける合成柱の部材実験を行い，それらの結果を比較・検討して，合成柱の設計法に対する基礎資料を
まとめている。
第 6 章では， PCa 板と鉄骨部材を合成した合成柱と合成梁で構成される十字形およびト字形合成架構
の荷重一変形挙動に関する水平加力実験を行い，合成架構の力学特性を明らかにするとともに，合成構
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造に関する設計資料を蓄積しているO
第 7 章では，以上の実験的研究によって得られた知見を総合して，合成柱の設計条件・設計方法なら
び、に問題点についてまとめている O
第 8 章では，本研究で得られた主な結果を総括し，今後の課題について述べているO
論文審査の結果の要旨
建築鉄骨部材の弱点である低い剛性・耐火性を改善し，耐震安全性と使用性の向上を図ることは，極
めて重要な課題である O 本論文は，プレファブ化を可能にする新しい合成構造として，高強度プレキャ
ストコンクリート板 (PCa 板)と角形鋼管を頭付きスタッドで結合して一体化した合成柱構造を提案
し，その力学性状を理論的および実験的に究明するとともに，設計手法を考察し提示したものであり，
得られた成果を要約すると次のようになるO
(1) 合成柱の終局曲げ耐力許容曲げ耐力および曲げ剛性軸方向剛性が鉄骨柱に比べてかなり増大す
ることを明らかにし また，鉄骨柱の場合に比べて，架構の層間変形角を 1""2 割程度抑制できるこ
とを確認している。
(2) 合成柱に使用する PCa 板に鋼繊維を混入することにより， PCa 板の圧縮靭性が大幅に改善される
ことを明らかにしている。
(3) 合成柱の最大曲げ耐力は，鋼繊維で補強して圧縮靭性を向上させた PCa 板を使用することにより，
全塑性曲げ耐力を超える O 一方，鉄筋で補強された PCa 板を使用した合成柱では，軸圧縮下で鋼管が
十分塑性化する前に PCa 板が圧壊するために，全塑性曲げ耐力に到達しないことを確認しているO
(4) PCa 板と鉄骨部材を合成した合成柱と合成梁で構成される合成架構の剛性や耐力も，鉄骨柱架構と
比較して大幅に増大することを確認しているO
(5) 以上の結果に基づいて，合成柱の設計条件・設計方法を提示している。
以上のように本論文は新形式の合成柱構造を考案し，その力学特性を明らかにするとともに，実用
的な設計法を確立しており，その成果は建築構造学の発展に貢献するところ大である。よって本論文は
博士論文として価値あるものと認める。
